
 丹波市立竹田小学校長 

28年目の 

 

夏のような日差しの中、9 月 17 日（日）に竹田小学校最後の

運動会を開催しました。今年度は午後に地域の部が 5 年ぶりに

開催され、地区対抗で盛り上がりました。 

午後の最後には「竹田踊り」と「記念写真」があり、竹田小学

校区最後の運動会としても思い出に残る運動会となりました。

「竹田踊り」には、小学生や地域の大人に混じって多くの中学生

や高校生も参加していま

した。その子たちが上手に

踊る姿を観て『地域に残る

伝統のバトン』が引き継が

れているようで嬉しかっ

たです。 

小学校の部では、新しい

取組も取り入れました。低

学年の「走」では、これま

での徒競走からリレー形

式に変更し、途中に子ども

たちが考えた３つのコー

スを設け、くじを引きミニ

ハードルやジグザク走な

ど自分の進むコースを選

択するようにしました。高

竹田小学校最後の運動会を通して得たもの  

 



学年の「走」は、これまでの全員

一律の距離を走るリレーから、

５・６年生合同の 4 チーム走で

学年に関係なく第１～４走は半

周、５～７走は 1 周と子どもた

ちが自分の得意を活かせる距離

を選択できるようにしました。 

表現では、みんながあわせて

踊ったり表現したりする場面と

一人ひとりが考えた動きやグル

ープで考えた動きを表現する場

面を取り入れました。 

こうした新たな取組は「仲間と

ともに動きを合わせること」だ

けでなく「自分たちで考えたり

選択したりすること」「一人ひと

りの違いを認め合えること」な

ど、運動会を通して先生方が子

どもたちとともに大切にして創

り上げた結果と考えています。

保護者の皆さんの運動会の感想

を読んでいてもこうした学校で

大切にしようとしたことを共有

いただいたのではないかと感じ

ています。 



また、子どもたちの表現活

動の指導にあたった若い先

生方にとっては、低学年・高

学年の子どもたちが主体的

に取り組めるようにと夏休

みの段階から中心になって

考え、指導にあたった経験

は何事にもかえることがで

きない貴重な経験になった

と思います。またその際に一

緒に悩んだり喜び合ったり

した学団の先生方とは、チー

ムワークがより深まったと

感じています。 

最後になりましたが、前日

準備から後片付けまでお世

話になった地域の

皆様、保護者の皆様、

本当にありがとう

ございました。 

 


